
 

 

  

高速・高性能 RX220 グループマイコン 

ルネサスエレクトロニクス製フラッシュマイコン R5F52206BDFM 使用 

「RX220 CPU ボード」 
 

・小型ボードサイズ（40ｍｍ ｘ 29ｍｍ）に部品実装済 

・RS232 回路と、Power-On-Reset 回路が実装済 

・初めての方にも良く判る、取扱い説明書付 

・「RX220  Base ボード」（別売）でさらに使いやすいです。 

  

■特長： 

＊ 電源電圧：5V±10%(4.5V～5.5V) 単一電源 

＊ メモリ：フラッシュ ROM256KB、RAM16KB 内蔵 

＊ 動作：・メインクロック 20MHz の Xtal 搭載により、32MHz(MAX)の高速動作が可能      

・サブクロック 32.768KHz の Xtal 搭載により、時計機能が容易に実現可能 

・オンチップオシレータ内蔵(低速、高速、IWDT) 

   ＊ アドレス空間：外部拡張不可（シングルチップモードのみ） 

＊ 最尐命令実行時間：１命令１クロック 

＊ 基本命令：７３種類＋DSP 機能命令９種類 

＊ 演算機能：32 ビット乗算器、除算器、単精度小数点演算ユニット搭載 

＊ 周辺機能：タイマ 14 本、RTC１Unit、シリアル５ch、 

     IIC バス１Unit、IrDA 1Unit、I/O49 本、12bitADC１Unit、 

アナログコンパレータ 1Unit 内蔵の高機能 32bitCISC マイコン 

＊ 動作モード：シングルチップモード、Boot モード、UserBoot モード 

＊ Endian 選択：Little Endian/Big Endian 切替え可  

＊ E1 エミュレータ接続：オンチップデバッカ機能使用可（Base ボード(別売)側で接続） 

＊ http://japan.renesas.com/ より最新版開発環境｢ＨＥＷ｣がダウンロード出来ます。 

 

 

 

http://japan.renesas.com/


 

１、「RX220 CPU ボード」 外観図か 
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２、RX220 CPU ボード 部品表 

 

 

 

 

 

 

           

 



 



    

 

 

 

 

 

「RX220 CPU ボード」外観 （４０ｍｍｘ２９ｍｍ）   



 ４、動作モード： 

 

 ●「動作モード」として、 

（１）、シングルチップモード 

（２）、ブートモード 

（３）、ユーザブートモード 

              の３モードがあります。 

 

  【モード設定】 

 

    ●「DIP」SW 番号との関連性について： 

 

     「ＲＸ２２０ ＣＰＵボード」に於ける、「動作モード」の 

     切り替えＳＷは、「ＤＩＰ」ＳＷが「動作モード」のモード 

     切り替えＳＷとなります。下記に「DIP」SW の設定方法を 

      記載します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

 

モード設定端子 

ＭＤ（ＳＷ１） ＰＣ７（ＳＷ２） 

Ｈｉｇｈ ＯＦＦ 

Ｌｏｗ ＯＮ 
Ｌｏｗ 

Ｈｉｇｈ 

ＯＮ 

ＯＦＦ 



●「動作モード」の機能と動作について： 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「ユーザブートモード」は、 

特殊な使用方法の為、 

一般的には使用しません。 

ＳＷ１＝ＯＦＦ 

ＳＷ１＝ＯＮ，ＳＷ２＝ＯＮ 

ＳＷ１＝ＯＮ，ＳＷ２＝ＯＦＦ 



●「ＤＩＰ」スイッチについて： 

  

■作成プログラムを、「RX220 CPU ボード」に書き込む場合には、 

２通りの書き込み方法が可能です。 

 

（１）、「ブートモード」で、シリアル接続にてマイコンに書き込む。 

    パソコン（windows7 以降使用）の USB 端子に USB-シリアル変換ケーブル 

（通販コード M－02747）を接続して、マイコンに書き込む。 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）、E1 エミュレータ（別売り）を使用して、マイコンに書き込む。 

 

    E1 エミュレータ接続時は、「RX220  Base ボード」があれば便利です。 

   （E1 エミュレータには、デバッグ機能もあり、作成プログラムの診断、 

解析も可能です） 

 

E1 エミュレータ接続時、パソコンの USB 端子から 

電源（５V、２００ｍA）を供給してもらう設定にします。 

（注）、その時、必ず「RX220 Base ボード」の POWER SW は 

OFF にしてください。OFF 状態を確認後、パソコンの USB 端子から 

給電（５V）を受けてください。 

（POWER SW が ON 状態ですと、パソコン 及び ボードに、 

ダメージを与える恐れがありますので、必ず、厳守してください） 

 

 

 

 

 

 

 

 

「DIP」スイッチ   

ON 

OFF 
１ ２ 

「DIP」スイッチの１と２を、ON 側にする。 

「DIP」スイッチが、マイコンの「動作モード」を切替えるスイッチで、 

今回は、「ブートモード」に設定した。 

（必ず電源を OFF にして、スイッチ操作を行うこと） 

 

「DIP」スイッチ   

ON 

OFF 
１ ２ 

「DIP」スイッチの１を、OFF 側にする。 

 ２は、ON,OFF どちら側でも可。 

「DIP」スイッチが、マイコンの「動作モード」を切替えるスイッチで、 

今回は、「シングルチップモード」に設定します。 

（必ず電源を OFF にして、「ＤＩＰ」ＳＷ操作を行うこと（厳守）） 

スイッチ１ 

スイッチ２ 

スイッチ１ 
スイッチ２ 



 

 

■作成プログラムを「RX220 CPU ボード」に書き込んで、次に動作を実行した

い場合には、「ブートモード」で書き込みした場合と、E1 エミュレータを接

続して書き込みをした場合のどちらでも、「動作モード」は、同じ設定です。 

お互い同じ「シングルチップモード」に設定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「DIP」スイッチ   

ON 

OFF 

１ ２ 

「DIP」スイッチの１を、OFF 側にする。 

 ２は、ON,OFF どちら側でも可。 

「DIP」スイッチが、マイコンの「動作モード」を切替えるスイッチで、 

今回は、「シングルチップモード」に設定します。 

（必ず電源を OFF にして、スイッチ操作を行うこと） 

「DIP」スイッチ 

「RX220 CPU ボード」 

「RX220 Base ボード」 

ON 

OFF 

CN4 

PSJ 5V 

E1 エミュレータ端子 

D-Sub 

スイッチ１ 
スイッチ２ 

ＰＯＷＥＲ ＳＷ 

（電源のＯＮ、ＯＦＦ スイッチ） 



 

  ５、エンディアンについて： 

  

 

 

 

■エンディアンとは？： 

コンピュータの内部ではデータは全て 2 進数で扱う仕組みになっています（ただし人間

が見て理解しやすいように、表記には 16 進数を使う）。 また、2 進数で 00000000～

11111111（16 進数で 0x00～0xff)で表される単位、つまり 8 ビットを 1 バイトと呼び、コ

ンピュータでデータをメモリに読み書きしたり、ディスクに読み書きするときには、1 バイ

トを最小単位にして行います。 

 

例えば、0x12,0x34,0x56,0x78 という 4 つのデータがあったとして、これをメモリ中の 

0x1000 番地から書き込むのであれば、そのまま 

0x1000 番地：0x12  

0x1001 番地：0x34  

0x1002 番地：0x56  

0x1003 番地：0x78  

と書き込めば済みます。 

 

では、これよりも大きなサイズのデータは、どうやって扱うのだろうか？  

例えば、0x12345678 というデータがあったとします。 

これをメモリ中の 0x1000 番地から書き込もうとすると、1 バイト単位に分割されるので、

同じように  

0x1000 番地：0x12  

0x1001 番地：0x34  

0x1002 番地：0x56 

0x1003 番地：0x78  

として、この連続した 4 番地をひとかたまりのデータとして管理してやればよさそうです。 



 

ところが、世の中にはこのようなデータ格納方式を取らないものもあり、  

0x1000 番地：0x78  

0x1001 番地：0x56 

0x1002 番地：0x34 

0x1003 番地：0x12  

と、ちょうど順番を逆転させて格納する方式があります。 

 

このバイト並びの方式をエンディアン(Endian)と呼びます。 前者の、0x12(つまり桁の大

きいほう)から順番に格納する方式をビッグエンディアン（Big Endian)、後者の、0x78(つ

まり桁の小さいほう)から順番に格納する方式をリトルエンディアン（Little Endian)と呼び、

「バイトオーダーはビッグ（エンディアン形式）だね」という言い方をします。 

 

通常は、「リトルエンディアン」を使用します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

   ６、ＣＰＵ ピン配置図 

  

   

 

 

   



 ７、ＣＰＵ ブロック図 

     

   

 

    



 

      

８、「RX220 CPU ボード」 メモリマップ 

「RX220 CPU ボード」は、 

ﾙﾈｻｽｴﾚｸﾄﾛﾆｸｽ製「RF52206BDFM」ﾏｲｺﾝを、 

搭載しております。ROM が 256KB、RAM が 16KB

です。ROM のアドレスは、 

FFFC0000h～FFFFFFFFh、RAM のアドレスは、

00000000h～00003FFFh となります。 

ROM は、電気的にデータ消去が可能な 

フラッシュメモリを採用しております。 

機能拡張は出来ません（ｼﾝｸﾞﾙﾁｯﾌﾟﾓｰﾄﾞのみです） 

 

＊ROM とは＝ 

Read－Only－Memory の略で、データの読み出し

専用メモリです。作成したプログラムを、ＲＯＭに

書き込みます。電源が OFF でも、 

データは消えません。 

 

＊RAM とは＝ 

Random－Access－Memory の略で、ランダムにデ

ータの読み、書きが出来るメモリです。 

マイコンが処理したデータを一時保管します。 

電源を OFF にすると、データが消えて 

しまいます。 

 

＊ｼﾝｸﾞﾙﾁｯﾌﾟとは＝ 

（１）、１個のマイコンの中に、ＣＰＵ＋タイマ＋シ

リアル＋Ａ/Ｄ＋I/O 他機能が内蔵されたマイコンの

こと（ｼﾝｸﾞﾙﾁｯﾌﾟﾏｲｺﾝ､ﾏﾙﾁﾁｯﾌﾟﾏｲｺﾝ）。 

（２）、機能拡張の出来ないマイコンの 

こと（ｼﾝｸﾞﾙﾁｯﾌﾟﾓｰﾄﾞ､拡張ﾓｰﾄﾞ）。 

 

＊MCU とは＝ 

Micro－Controller－Unit の略で、機器組込み専用 

マイコンのこと。 

（MPU=Micro－Processing－Unit は、PC 用マイコンのこと） 

 

 

 

 

 

シングルチップモード 



９、「RX220 CPU ボード」回路図 

   



 

 

 

 

 

 

 

（１）、マイコン（ＲＦ５２２０６ＢＤＦＭ） ルネサスエレクトロニクス製： 

     

・ 最大動作周波数３２ＭＨｚ、３２ビット、４９ＤＭＩＰＳの性能 

・ 最小命令実行時間：１命令１クロックで実行 

・ 基本命令７３種類 

・ ＤＳＰ機能命令９種類 

・ リトルエンディアン / ビックエンディアン選択可能 

・ メインクロック・サブクロック・低/高速オンチップオシレータ 

（メインクリスタル：２０ＭＨｚ、サブクリスタル：３２．７６８ＫＨｚ） 

・ １６本の３２ビット汎用レジスタ 

（バイトデータ、ワードデータ、ロングワードデータのデータ配置） 

・ ＲＯＭ２５６ＫＢのフラッシュメモリ、ＲＡＭ１６ＫＢのＳＲＡＭ搭載 

・ １２ビットA/D、ＥＬＣ、ＭＰＣ、ＩｒＤＡ、ＲＴＣ、最大７本の通信機能、 

ＩＥＣ６０７３０対応機能内蔵 

・ ４６本の汎用入出力ポート、１本の入力専用ポート 

・ 消費電力低減機能・動作電力低減機能内蔵 

・ ６４ピンＬＱＦＰ 

    

（２）、ＲＳ２３２（ADM3202ARNZ相当品）  アナログ・デバイセズ製： 

 

 

・ ローパワー、２チャンネルＲＳ２３２ライン・ドライバー / レシーバ 

・ ４６０Ｋｂｐｓのデータ・レート 

・ ＥＩＡ－２３２Ｅ規格に適合 

・ 0.1μ Ｆチャージ・ポンプ・コンデンサ 

 

 

 

 

１、主要部品の説明： 

 部品の説明： 

１０、「ＲＸ２２０ ＣＰＵボード」の各機能の説明： 



１１、「RX220 CPU ボード」準備と操作方法について： 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

            E1 エミュレータ接続回路 

 

（１）、５Ｖ（±１０％）の外部ＤＣ電源（電流容量１Ａ以上）を用意し、 

    ＣＮ１の２１Ｐｉｎ（ＶＣＣ）と２２Ｐｉｎ（ＶＣＣ）に、５Ｖ電源の＋側を接続し、 

    ＣＮ１の２７Ｐｉｎ（ＶＳＳ）と２８Ｐｉｎ（ＶＳＳ）に、５Ｖ電源の－側を接続する。 

     （５Ｖ電源のスイッチは、まだＯＦＦにしておく）  

  （２）、次にプログラムを、「ＲＸ２２０ ＣＰＵボード」のマイコンのフラッシュＲＯＭに 

      書き込む作業が必要となります。書き込む方法として、２通りの方法があります。 

１、Ｅ１エミュレータ（別売り）を使用して、マイコンに書き込む方法 

２、ＰＣのＵＳＢ端子からUSB-シリアルケーブルを併して、ＲＳ２３２経由で 

マイコンに書き込む方法 

  （３）、「Ｅ１エミュレータを使用して、マイコンに書き込む方法について」を選択 

された方は、必要な信号は、ＣＮ１、ＣＮ２のコネクタ端子から全て取りだす事が 

できますので、下記のＥ１エミュレータ接続回路を製作してください。 

外部回路の製作追加が面倒な方は、 

「ＲＸ２２０ Ｂａｓｅボード」（別売り）を購入すると、Ｅ１エミュレータ接続回路が搭載されております。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

（４）、「ＰＣのＵＳＢ端子からUSB-シリアルケーブルを併して、ＲＳ２３２経由でマイコンに書き込む」

方法を選択された方は、必要な信号はＣＮ１コネクタ端子から全て取りだすことができますので、

下記のシリアル接続回路を外部に追加してください。 

    

 外部回路の製作追加が面倒な方は、 

    「ＲＸ２２０ Ｂａｓｅボード」（別売り）を購入すると、「ＰＣのＵＳＢ端子からUSB-シリアルケーブル

（USB-シリアル変換ケーブルとも言う）を併してＲＳ２３２経由でマイコンに書き込む」接続回路

が搭載されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ ２ ３ ４ ５ 

６ ７ ８ ９ 

D-Sub (9pin) 

GND 

シリアル端子 

RXD（CN1-24） 

TXD (CN1-25) 

シリアル接続回路 



 

 

（５）、プログラム開発時の環境について： 

 

 

 

 

 

  PC+E1 エミュレータ＋「RX220 Base ボード」 

＋「RX220 CPU ボード」接続外観  

 

 

 

 

PC+USB-シリアル変換ケーブル＋「RX220 Base ボード」 

＋「RX220 CPU ボード」接続外観 

 

 

 

E1 エミュレータ 

「RX220 CPU ボード」 

＋「RX220 Base ボード」 

PC 

USB-シリアル変換ケーブル 
 

 
「RX220 CPU ボード」 

＋「RX220 Base ボード」 

PC 



 

１２、A/D コンバータ使用上の注意事項：  

 

  

（１）、A/D コンバータ機能を使用しない場合でも、 

     AVCC０端子には、4.5V～5.5Ｖを供給する必要があります。 

     （入力端子機能のロジック回路を動作させるために必要です） 

 

 

（２）、本ボードでは AVCC０－VCC 間を回路上で、共通に接続してありますが、 

     さらに A/D 変換精度をあげたい場合には、本Ｂｏａｒｄの A―B 間のパターン 

     をカットし、高精度の外部電源（４．５V～５．５V）を CN1- 20pin より 

     印加してください。 

 

 

【アドバイス】： 

 

１、必ず A―B 間のパターンが確実にカットされたか、テスターで導通有無確認

を行ってください。 

 

２、GND は必ず、外部電源、「RX220 CPU ボード」、「RX220 Base ボード」 

とも、共通に接続してください。 

 

 

 

 

 

 


